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2 0歳以上で出産後 4 か月以上自律授乳を継続して行い、断乳を意思決定し自宅へ 
の訪問調査が可能な母親8 名に対し、断乳時のセルフケア手技である“圧迫法(おに 






断乳開始後から3 0 日までの乳腺腔の厚みの変化では、右乳房においては断乳3 0 日 
目で統計学的有意差を認め、左乳房では断乳開始後4 ポイント（断 乳 1 日目、3 [3目、 
7 日目、3 0 日目）で統計学的有意差を認めた(unpaired t_test、p く 0.05)。また、導管 
の直径では、両群ともに断乳開始後徐々に縮小し、断 乳 3 0 日目では消失所見を認め 













(備考） 1 . 研究の目的•方法■結果•考察•総括の順に記載すること。 （ 1 ,2 0 0字程度) 




搾り）について、乳管内の乳汁の停滞をできるだけ起こすことなく乳汁産生を終 了 さ 
せ、乳腺の退縮と脂肪細胞を再構築させる効果が検証できた。
断乳を意思決定する母親は依然多く、卒乳とはことなる断乳独自のケア方法のエビ 
デンスが実証された。
